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“Hwang −jin−guey （黄金桂）

”ls　a　folk　medicine 　in　Taiwan，　used 　 as 　an 　 analgesic ，　antipyretic

and 　antidote 　for　the　treatment　of　neuralgia ，　rheumatics ，　hepatitis，　contused 　wound ，　 ete ． 1t

was 　reported 　that　this　folk　medicine 　was 　 the　root 　and 　trunk　 of 　Cudrania　 cochinchinensis 　 var。

gerontogea　of 　the　family　Moraceae ．　 Our 　studies 　on 　the　crude 　drugs　in　tbe 　 Taiwan 　 market ，
showed 　that　most 　of 　the 　comlnercial 　samples 　seemed 　to　have　been　derived　from　Cudrania　plant，
but　some 　samples 　apparently 　from　other 　plants．　In　ordor 　to　clarify　the　botanical　 origins 　of

thc　drug ‘‘Hwang −jin−guey”on 　market ，　pharmacognostical　studies 　were 　carried 　out ．　 By 　the

present 　 study
，
　the　origins 　of

‘‘Hwang −jin−gueゾ
’
on 　Taiwan 　ma エket　werc 　identified　as　follows：

  root 　and 　trunk 　of 　C ．　 eochinchinensis 　var ，　gerontogea　of 　the 　Moraceac 免mily ，（2）steln　of

Yentilago　leioearpa　of　the　Rhamnaceae 　family，（3）stem 　and 　Ieaf　of 　Viscum　mttttinerve 　of　the

正oranthaceae 　family．

　Keywords − Hwang −jin−guey；Cudrania　cochinchinensis 　var．8erontogea； Vent 畆αgo　teiocarpa；

Visc〃 η m ”1”ner レe ；Taiwanese　folk　medicine ； pharmacognostical　study ；botanical　origln ；plant
anatomy

　「黄金桂」 は 台湾の 民間 薬 で ，去風 行血 ， 解熱 ， 鎮痛，解毒薬 と し て ．神経痛，リ ウ マ チ ，肝炎 ， 打撲傷 な ど の

治療 に使用 され る
レ 3〕．「黄金桂」の 基源 に つ い て 佐 々 木

1〕

， 許
2 ）

， 甘
3 ）

は ， ク ワ科 の Cudrania　 cochinchinensis 　 va 「・

gerontogeaの 根 と幹 で あ る と記 し て い る．し か し ， 今回 著者 らが 台湾各地 で 市場調査 を行 っ た とこ ろ ，　Cudrania　M植

物 に 由来す る と思わ れ る市場品の 他 に ， こ の もの と外形を異 に す る もの が 認 め られ ， 基源が 混乱 して い た，Cudrania

属植物基 源 と思わ れ る 市場品 は 根 と幹 か らな り ， 他種基源 の 市場品 は 茎 か らなる もの と ， 茎 と葉 か らな る もの の 2 種

類があ っ た ．そ れ ぞれ の 外形及 び 色 か ら，前 者 は ク ロ ウ メ モ ドキ 科 の 7 翩 海 gO 属 植物，後者 は ヤ ド リギ 科 の Viseum

属植物 で あ る と考 え ら れ た、そ こ で，台湾市 場 の 民間 薬 「黄 金桂」 の 基 源 を 明 ら か に す る 目的 で，当地 に 分布す

る
4） Cudrania属植物 1 種 C．　cochinchinensis 　 var ．　gerontogea の 根と幹，　 lentitago属植物 2 種 臥 勉 oc 仰 α と 既

elegans の 茎，及 び Viscum 属植物 2種 V ．〃multinerve と V．　alni −formosanaeの 茎 と葉 に つ い て ， 内部形態的特徴 を

精査 した。台湾各地 の 市場品25点 の 内部形態を ， こ れら 5 種 の 各器官の もの と比較検討 したとこ ろ ， 市場品 の 80％以

上が C．　eoehinchinensis 　 var ．　gerontogea の 根 と幹 に 由来 す る もの で あ り，そ の 他 は Ventilage　teiocarpa の 茎 及 び

Viscum　multinerve の 茎 と葉 に 由 来す る も の で あ っ た．

（377 ）
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実　験　の　部

　1．　 実験材料

　1．　 生薬材料

　市場品は 外形 か ら3種類 （黄金桂 A ，B ，C と称す る） に 分けられた．

　 i）黄金桂 A （根と幹か らな る ）一
台北市，中興堂薬舗 ；台北県中和，吉元堂参薬行 ；同，蘆州 ， 新大参薬行 ；桃

園市，至仁堂薬行 ；中瀝市，祖応堂青草店 ；新竹市 ， 長安堂草薬店及 び春記草薬行 ；台中県大甲，明徳中医診所 ；台

中市，漢強百草店 ；彰化市，吉源堂青草舗 ；雲林県虎尾，順安薬房 ；嘉義市 ， 光裕堂中医診所 ；台南市，信安薬行及

び善林百草店 ；台南県保安 ， 保安青草店 ；高雄市，大松中薬房及 び 仁義堂薬房 ；屏東市，安良中薬房 ；屏東県九如，

朕安薬房 ；同，潮州，志安薬店 ；同，恒春，人安百草店か らの 入手品 （1983〜1985年），

　ii）黄金桂 B （茎か らな る）一中櫪市，官慶昌薬行 ；台南市，慶徳堂薬房 か らの 入 手 品 （1983年）．

　丗）黄金桂 C （茎 と葉か らな る）
一

彰化県鹿港，泉安中薬房 ；高雄市，三省堂中薬房か らの 入手品 （1983年）、

　2．　 比較植物

　 i ）Cudrania　 cochinchinensis （LouR ．）KuDo 　 et　 MAsAMuNE 　 var ．　gerontogea （SIEB．　et　 ZuCC．）KuDO 　 et

MAsAMuNE カ カ ツ ガ ユ ー
嘉義県中埔郷 （1984年10月）；屏束県南仁山 （1984年 11月）．

　ii）ventilago　leiocarPa　BENTH ・テ リ ミ ノ カ ザ ナ ビ キ
ー

嘉義県中埔 郷 （1984年10月）；屏東県南仁 山 （1984年11月）．

　 丗 ） Ventilago　elegans 　HEMSL ．一屏東県南仁山 （1984年 11月）；同県恒春 （1989年 5 月），

　三v ）Viscum　 muttinerve （HAYATA ）HAYATA 一南投県魚池郷蓮花池 （1985年 5月）．

　 v ） Viscum　 alni−formosanae　HAYATA5L 台東県天池郷 （1989年 9 月）．

　II．　 比較植物 の 形態
7］

　1． C”drania　 cochinchinensis 　var．　 gerentegea の 根 と幹

　 の 外部形態

　根は 円柱状で径 1〜5cm ，橙黄色〜橙紅色 の 周皮に被わ れ ， 剥が れ やすい。断面 は 皮層が黄色
〜

黄褐色，木部が黄

白色〜淡褐色．幹 は 径 1．5〜10cm ．樹皮は 淡灰色〜淡黄褐色 ， 平滑で 皮 目が 多 い ．断面 は 皮層が 黄褐色 ， 木部 が淡

黄白色，髄が黄褐色〜褐色．

　ii）内部形態

　 a ）根 （Fig．1−Bl ，2，　C ）

　最外層は 数層 の 澄黄色 を 呈す る コ ル ク層 で ，厚膜細胞 か らな る 1細胞層 と薄壁性 の 細胞か らな る 2 〜3 細胞層が交

互 に 配列す る，皮層に 石細胞 が認 め られ，最外部 で 数細胞層 を な し，そ の 内側 で 単独 に，ま た は数個が集ま っ た群と

し て散在す る．師部中に 師部繊維 と石細胞か らなる厚膜細胞群が不規則な階段状 に 配列す る．木部 は 単せ ん孔 の 網紋 ，

階紋及 び らせ ん 紋道管，木部繊維，木部柔細胞か らな る．網紋道管の 径と長 さは 100〜300μmx150 〜360μm （径 ×

長 さ）．木部柔細胞 は 長 径 15〜35μm ．細胞内含有物と し て シ ュウ酸 カ ル シ ウ ム の 単晶が 皮層中1こ
，

で ん ぶ ん 粒が 皮

層，放射組織及 び 木部 の 柔細胞中に 認 め られ る，単晶は 長さ 15〜25μm ，で ん ぷ ん粒は 径 5〜12．5μm の 単粒及 び

2〜 3 複粒．

　 b）幹 （Fig．2−Bl，2，　C）

　最外層は 数層の 薄壁性 の 細胞 か らなる コ ル ク層．皮層 の 最外部 （周皮 の 直下）に 1〜 3細胞層の 不 連続な石細胞層

が 認 め られ ，最内部 （師部 の 外側）に 不 連続 な繊維層が 存在 す る，中 間部 は柔組織 で，石 細胞 が散在す る．師部 に 師

部繊維が 単独 また は数個集合して ， 不規剔 な階段状に 配列す る．道管の 種類 は根と同様 で ， 網紋道管 の 径 と 長 さ は

30〜50 μmx70 〜140μm ．髄は 径 25〜60μm の 柔細胞 か らな る．シ ュ ウ 酸カ ル シ ウ ム の 単晶が皮層，放射組織及 び

髄 の 柔細胞中 に 存在す る．

　2．　 Ventilago　leiecarpaの 茎

　 i）外部形態

　茎 は 円柱状で，径 1．5〜5cm ．樹皮は紅褐色〜紫褐色で ， 細 か い 縦条紋 が ある．断面 は皮層が黄褐色
〜褐色， 木部

が淡紅褐色 〜 紅褐色，髄が黄色 〜 黄褐色，

　ii）内部形態 （Fig．3−Bl，2，
　c）

　茎 の 径が 2cm 以上 の もの は 最外層が10細胞層以上 の コ ル ク 層か らな る．皮層の 柔組織中に 長径 25〜75μm の 石

細胞が 散在す る．師部に 8 細胞 以 上 の 繊維か らな る繊維群 が 階段 状 に 配列 す る．師 部 の 外層に 粘液を含む分泌腔が認

（378 ）
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            Fig. 1. The  Root  of  Cltd}'ania cochinchinensis  var. gerantQgea

A: sketch  of  
"Hwang-'i'n-guey"

 A  derived frem this species. Bi,2: diagram (Bi) and  detailed drawing

pm2) of  the  transection.  C: isolated elements  of  xylem  (1, 2: reticulate  vessel,  3: scalariform  vessel,

4: libriform fiber).
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             Fig. 2. The  Trunk  of  Cudrania cochinchinensis  var.  gerontogea

A: sketch  of  
"Hwang-jin-guey"

 A  derived from  this species. Bi,2 : diagram  (Bi) and  detailed drawing

as2) of  the transeetion. C; isolated elements  of xylem  (1: reticulate  vessel,  2: scalariform  
vessel,

3: spiral  vessel, 4: fiber-tracheid, 5: libriform fiber).
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                  Fig. 3. The  Stem of  Ventilago leioearpa

A:  sketcin ef  
"Hwangjin-guey"

 B  derived from this species. Bi,2: diagram (Bi) and
drawing (B2) ofthe  transection.  C: isolated elements  of  xylem  (1: reticulate  vessel,

lariform vessel,  3 : libriform fiber).
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　　　　　　　　　　 Fig，5．　 Thc　Lcaf　of レ
’iseUM　m 〃tinerve

A ；sketch 　of
“
Hwang −jin−guey

”Cderived　from　this　species ．　B1
，2，3

：diagram （B1）and

detailed　drawings　of 　the　transection（B2 ： midrib ，　B3 ： margin ）．　C1，2 ： surface 　views 　of

upper （C1）and 　lower（C2）epidermises ．

め られ るの が本種 の 特微で あ る．道管は 単 せ ん孔 の 網紋，階紋道管 な ど で ，網紋道管の 径 と長 さ は 200〜320μm ×

450〜600pm ．髄の 細胞は 径 15〜20 μm
， 厚膜化す る．シ ＝ ウ酸 カ ル シ ウ ム の 単晶が 皮層 と髄中に 散在す る．

　 3．　 Ventitago　 elegans の 茎

　 i）外部形態

　茎 は 径 0。8〜2cm
， 外面 は 緑褐色〜褐色を呈 し ， 縦 じわがあ る．断面 は皮層が褐色 ， 木部が黄色〜黄褐色 ， 髄が黄

褐色〜褐色．

　 ii）内部 形態 （Fig．6−D ）

　最外層は 1層 の 表皮．表皮細胞 は接線方向径 10〜15μm で，厚さ 2．5〜7．5 ρm の クチ ク ラ に被わ れ る．皮層は一

次放射組織の 延長部 が柔細胞 で 占め られ，そ の 他の 部位は 外層が 4〜 6細胞層 の 不連続 な 厚角細胞層 か らな り，内層

が 繊維 か らな る．繊維 は 径 15〜30 μm ．皮層の 柔組織中に 1切片 （径 8〜20mm ）当 り 1 〜4 個 の 石細 胞 が 散 在 す

る。師部繊維は 5 細胞以上が集ま っ て 1繊維群を形成 し，数段 の 階段状 に配列す る．道管の 種類は 臥 傭 σ砌 ψ α と同

様 ．網 紋 道 管 の 径 と畏 さは 80〜160 μm ×250〜500 μm

　 4．　 7iscum　 mvltinerye の 茎 と葉

　 i）外部形態

　茎 は 円柱状で 径 3〜5mm
， 節が あ り， 節間 は 長 さ 3〜6　cm ，紅褐色〜黄褐色を呈 し，縦 じわがあ る．断面は 皮層

が 褐色 ， 木部 が 淡褐色．葉 は 革質で やや薄 く， 披針形〜鎌形 ， 長さ 3〜7cm
， 幅 0．8〜2　cm ．基部 は くさび形 で 先端

は 鋭形 ， 全縁 で ， 3〜 8条 の 葉脈が あ る．両面 は 無毛で ，黄褐色．葉柄 は ない か ま た は 短い ．

　i董）内部形態

　 a ）茎 （Fig．4−Bl．．3）

　最外層 は表皮．表皮細胞 は接線方向径 30〜80μm 　ク チ ク ラ が厚 く，表面は ほ ぼ平坦．皮層は 6〜15層の 柔細胞 層．

師部 の 外側 に 10〜ω 細胞 か らな る繊維束が 存在 し ， 1切片 （径 3〜5mm ）当 り10〜14個ある．繊維 は径 6〜30　”m ．

師部放射組織 に 石 細胞群が認め られ る．Viscum 属の 2 種の 木部に は 単せ ん 孔 の 有縁孔紋道管 も認 め られ る．本種 の

（383）
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Fig．6．　 The　Leaf　and 　Stem 　of 　Viscum　aln ’−formosanae（A −C ）and 　the　Stcm　of　Ven〃 ago

　　　　 etegans （D ）

A ：diagram　of　the　transection 　of　the　lea£ B1，2： surface 　views 　of 　upper （Bl）and 　lower （B2）
epidermises 　of 　the　lea£ C ，　D ：diagrams　of 　the 　transections 　of 　the　stems ．

有縁孔紋 道管 は 短 く，径 と長 さ は 25〜40 μm × 40〜70 μm ・木部繊維 の 発達が よ い ．髄の 柔細胞 は 大型 で 径 45〜105

pm ．髄中に 径 25〜90 μm の 石 細胞 が散在す る．シ ュ ウ酸 カ ル シ ウ ム の 単晶が皮1曽中 ｝こ散在す る．

　 b ）葉 （Fig．5−BI＿3，　C1，2）

　主脈部 は 厚 さ 500〜650 μ皿 表 皮 細胞 の 径 と厚 さは 25〜75μmx15 〜30μm で ，
ク チ ク ラ の 厚 さ は 3，5〜7．5 μm ．

維管束 は 並立型 で ， 木部 の 通道組織 は 径 10〜20μm の らせ ん 紋道管か らな る．木部 と師部の 外側 に 繊維か らな る維

管束 し ょ うが 認 め られ る・繊維は 径 10〜35μm ・葉肉部 は同形 の 柔 細 胞 か らな り，そ の 径 は 30〜65μm ．柔組織中に

径 15〜45 μm の シ ュ ウ酸 カ ル シ ウ ム の 集晶が 認 め られ る．表面視 で は 上 ，下面表皮細胞 は 多角形．気孔が両面に認

め られ ， その 配列様式は paracytic　 type8） で あ る．

　5． Viscum　alni ・formosaneeの 茎 と葉

　 i）外部形態

　茎 は径 O．　3〜1．2cm
， 節の 部位が膨らむ．節間は 長 さ 3．5〜15cm ，外面 は 緑褐色〜黄褐色，断面は 皮層が 淡黄色 ，

木部 が 黄褐色．葉 は 革質で 厚 く， 惰円状披針形〜長楕円形，全縁で
， 先端は鈍形，葉脈は 3 〜 5 条で 中間の 3 条が明

瞭．

　ii）内部形態

　 a ）茎 （Fig．6・C）

　表皮細胞 は接線方向径 60〜120μm ．ク チ ク ラ の 厚 さ は 40〜60 μm ，師部 の 外側 に 存在す る繊維束 は 1 切片 （径 3〜

12　mm ）当 り 6〜10 個 ， 1繊維束 は 60細胞以上 か らな る．繊維は 径 20〜50 μm ．師 部放 射組織に 1〜数細胞 か らな る

石細胞群があ る．有縁孔紋道管の 径 と長さ は 20〜35μmx250
〜300　ptm．木部繊維 が よ く発達 し ， 原生木部 に も繊維

群が認め られ る．木部繊維は 径 30〜60μm ．木部柔細胞 は や や 厚膜化す る．本種 の シ ュ ウ 酸 カ ル シ ウ ム の 結 晶 は 集晶

で ， そ の 径は 35〜65 μm ．単 で ん ぷ ん 粒が 皮層 と髄中 に 認 め られ る．

　 b ．葉 （Fig．　6・A ，　Bl，2）

　主脈部 は 厚 さ 800〜1000 μm 　ク チ ク ラ の 厚 さは 10〜25 μm ．表皮細胞の 径 と厚 さは 40〜100μm × 35〜65 μm ．f隹

（384）
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管束 し ょ うは厚角化 した 細 胞 か らな る．葉肉部 は径 30〜90μm の 同 形 の 柔細胞か らな る．シ ュウ酸 カ ル シ ウ ム の 集

晶は 径 35〜60 μm 気孔 は V．〃muttlnerve と同様．

　III． 市場品の 外形及び原植物

　1．　黄金 桂 A （Figs．1−A ； 2・A ）

　市場品は 厚 さ 2〜7mm に 斜切 され た ， 根及 び 幹 の 断片 か らな る，根の 断片 （1−A ） は長 さ 4〜7cm
， 幅 2〜5　cm ．

断面 は 皮層が 狭 く幅 2〜7mm で 黄色〜黄褐色を 呈 し ， 木部は 黄白色〜淡褐色 で ，褐色 の 点が 散在 す る．幹 の 断片

（2−A ） は 長 さ 3〜7cm ，断面 は 皮 層が 黄褐 色，木部が 淡黄 白色 ，髄が黄褐色〜褐色 を 呈 す る．

　市場品 の 根及 び 幹の 内部形態は C ．cochinchinensis 　 var ．　 gerontogea の そ れ ぞ れ の 形態 に 合致 し た ．

　2．　 黄金桂 B （Fig，3−A ）

　市場品は 茎 の 斜切品 で ， 長 さ 3〜11cm
， 幅 2〜5　cm

， 厚 さ 1．　4−−4　mm ．断面は 皮層が 黄褐色〜褐色 ， 木部が 淡紅

褐色〜紅褐色 ， 髄が 黄色〜黄褐色 で ， 皮層が 所 々 脱落す る．

　 市 場 品 は 内部形態的 に 7entilago　teiecarpaに 合致 し た ，

　3．　黄金桂 c （Figs．4−A ； 5−A ）

　市場品 は 葉を つ けた 茎 か らな る，茎 は 円柱状 で 径 3〜5mm
， 通常長 さ 3〜8　cm に 切 られ ， 節 が あ る．外面 は紅褐

色〜黄褐色 ， 断面 は 皮層が 褐色 ， 木部が 淡褐色．葉 は 革質 で やや薄 く， 披針形〜鎌形，先端 は 鋭形、全縁 で ， 3〜8

条 の 葉脈が あ る，

　市場品 の 茎及 び葉の 内部形態は Viscum　 multinerve の そ れぞれ の 形態 に 合致 し た ．

結論及び考察

　1．　 台湾の 民間薬 「黄金桂」 の 各地市場品の うち，約80％ は ク ワ科の Cudrania　 cochinchinensis 　var ．　gerontogeaに

由来す る もの で あ っ た．そ の ほ とん どが根で あ り， 幹が含 まれ る もの は 10％程 度 で あ っ た．市場品 の 残 りの 20％は ク

ロ ウ メ モ ドキ 科 の P”entilago 　leioearpaの 茎 ，及 び ヤ ド リギ 科 の Viscum 　 multinerve の 茎 と葉 で あ っ た．

　2． 台湾に は Cudrania 属 が 1種，　 Ventilago 属 と Viscum 属が そ れ ぞ れ 2種ずつ 分布する．今回 ， 市場品に み ら

れ た各器官に つ い て ， 内部形態的特徴を 明らか に し た ．比較に 供 し た 5 種の 茎 （幹）は ， 最外層の 構成組織 （表皮，

コ ル ク 層 ），皮 層 （師部放射組織 を 含 む ）中の 石 細胞 と繊維の 分布 様 式，師部繊維 の 有無 分泌腔 の 有無 ， 道管 の 種

類と大き さ ， 髄中 の 石 細胞 の 有無 ， 結晶の 種類な どで 明らか に 区別 された （TABLE 　I）．また Viscum 属植物 2種 の

葉 は 主 脈部 の 厚 さ ，クチ ク ラ の 厚 さ，表皮細 胞 の 大 きさ ，維管束 し ょ うの 構成組織 （繊維 の 有無） な どに よ り区別 で

きた ．

　3．　 Ventiiago　leiocarpaの 茎を基源 とす る生薬 は 台湾 で は 「青皮猫」 と称 され，打撲傷，リウ マ チ ，関節炎などに，

鎮痛，消腫，解毒薬と して 用 い られ，し ぼ し ば 「黄金桂」， 「萬點 金ゴ， 「走馬胎」， 「杜仲」， 「牛乳婆頭」 の 生薬と配合

して背痛 ， 腰痛 な どの 治療薬 とされ る
3）．また Viscum 　muttinerve の 茎 と葉を 基源 とす る生 薬 は 台湾 で は 「黄寄生」と

称 され，神経痛，関節炎， リ ウ マ チ ，高血 圧 な どの 治療 薬とされ る
9）．こ れ ら 2 種類 の 生薬 の 薬効は 「黄金桂」の 薬

効 と共通す る と こ ろ が多 い た め ， 誤用 され て きた もの と考え る．しか し ， 薬物 の 混乱 を避 ける た め ， それ ぞれの 薬名

の 統一
を行 うべ きで あ る．また ， 今後 それらの 有効成分

10）
及 び 薬理作用 に 関す る研究も必要 で あ る．

　4． C．　cochinchinensis の 根 は 中国 で 「穿破石」 な どと称 し，去風 ， 利湿，活血 通経薬 と し て ，リ ウ マ チ に よ る 関

節痛 ， 黄疸 ， 経閉 ， 打撲傷な ど に 応用す る
11）と記載 され て お り， 台湾 の 「黄金桂」 の 使用法に 類 似す る．「穿破石」

は 中国 の 広西壮族 自治区 ， 広 東 ， 雲南 ， 福建 の 各省 で 使用 され る民間薬である こ とか ら ， 本薬物の 利用法が福建省を

通 じ て 台湾 に 伝わ っ て い る もの と も考 え られ る．

　5．　 r中国植物志』
6） lcよれば，　 Ventilago　leiocarpaは 広西 で 「穿破石」 と称 し ， 根 を薬用に して ， 気血欠損 ， 月経

不 調 ， 風湿疼痛 ， 四 肢の 麻痺 ， 打 撲傷に 治療効果がある とされ る．一方，r中薬大辞典 』
11〕

に は ， 同種の 根 と茎を広西

で は 「血 風藤」 と称す る と記 し，上 記 と同 様 の 薬効 が 記 さ れ て い る．こ の 薬物 も広西 ，広東 で 用 い られ る民 間 薬 で あ

る が ， 同地域 で も台湾 と同様 に ，「穿破石」 の 生薬名で ，
C ．　eochinchinensis と本種が混同 し て使用 されて い る可能性

が あ る，

　List　of　abbrev 量ations ： c ： cambium ，　ca ： clustered 　crystaI ，　co ：co 旺enchyma ，　cs ； solitary 　crysta1 ，　cu ：cuticle ，

cx ：cortex
，
　ep ： epidermis

，
　 ep 且：10wer 　epidormis ，　 epu ： upper 　epidermis

，
　f ： 且ber

，
　fb ： 五ber　bundle

，
　kl： cork

laycr，　 m ：pith，　 mr ： medullaTy 　ray ，　 p ：parenchy 皿 a，　 ph ：phlocm ，　 p』f ： phloem 丘ber
，　 s ：sieve 　tube，　 seo ：
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secretory 　 organ
，
　 st ： stone 　ooll

，
　sta ：starch 　grain，　 sto ： storna

，
　vc ： sca且ariform 　vesse1

，
　 vp ：pitted　vessol ，

▼r ：

rcticulate 　vesse1 ，　vs ：spiral　 vessel ，　wf ： wood 丘ber，　 wp ： wood 　parenchyma ，　 xy ：xy 正em ．
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